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慈済会の活動の意義について論じてみたい。2015 年に日本は戦後 70 年を迎















































































































































































































































































500 万人（一説には 1000 万人）を越える会員数と、世界の 50 以上の国と地
























写真 2：静思精舎に隣接する畑 写真 3：静思精舎での食事（精進料理）































































































































参照）が完成する。900 床のベッド 写真 4：慈済病院エントランス（花蓮）
  （ 64 ）235





















写真 5：心蓮病房（花蓮） 写真 6：慈済看護専門学校
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直接コンタクトを取ることができるため、異文化圏や紛争地域における救援
活動が可能となる。また、国際医療グループ「慈済国際人医会（略称 TIMA: 







1993 年 10 月に骨髄移植のための検査が行われたことを機に開始された。
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として配布されたり、慈済会の施設内の売店で販売されたりしている。
⑧地域ボランティア

















。2009 年 8 月 8 日に台湾南部を襲った台風 8号（Morakot）は、
水害や土砂災害など過去 50 年で最も深刻な被害をもたらした。その被害状況
は、死者・行方不明者の数が約 800 人、避難者数 2万 4950 人、被災収容人数







村の建設は開始されたが、最終的に、わずか 88 日間で 756 もの住居を完成さ
せることができた。NGO組織でこれだけの規模の恒久的な住宅地を完成させ
たのは、慈済会が初めてであるという。第一期（2010 年 2 月）には、731 世
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教会も 2つ建設された。（写真 10 参照）
慈済会は台風の後、「緊急支援」「修復・再建・［住居や職の］配置」「包括
的な共同体の発展」から成る三段階の復興プロセスを提示した。第一段階で












写真 9：大愛村の住居と住民 写真 10：大愛村のキリスト教会














































































































































































































































































































































































































































































































































































































福祉サービスは年間 7000 万人以上のアメリカ人を支援し、その額は年間 2兆
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観、ものの見方を涵養する場として再生しうるのではなかろうか。
注




という名目で現金で手渡された。支給額は、単身世帯 3万円、2～ 3 人世帯では 5
万円、4人以上の世帯では 7万円と決められた。『岩手日報』8月 31 日号によると、
東北の被災 3県の約 17 万世帯に、計 85 億円が支給されたという。海外の民間団体
の義援金では、群を抜いて最大規模のものである。その他、震災直後から、防寒毛
布 5000 枚他の送付、炊き出し、救援物資の配布などの活動も行っている。



























 vaidya eva ca /
 tadupasthāyaka㶄 caiva yāvad rogāpunarbhavah
4
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 kasyacin mā bhūn māmālambya kadācana //










（13）　BCA 3. 21: evam ākā㶄anist
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 dar㶄ayati prakā㶄am /













（16）　BCA 1. 6: tasmāc chubham
4




 tu pāpasya mahat sughoram /




 yadi nāma na syāt //













 ca bodhiprasthānam eva ca //
（18）　BCA 1. 16: gantukāmasya gantu㶄 ca yathā bhedah
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 pratīyate /
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（75）　Bingenheimer［2007: 142 with n.3］によると、engaged Buddhismという言葉は「人



















によると、『雑一阿含経』大正 no. 125, 694a4f.:「佛世尊皆出人間。非由天而得也。」
がソースとされる。Bingenheimer［2007: 145］も参照のこと。）
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の慈悲（＝大愛）を実践すべきである。
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